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令和８年６月吉日 

 

一般財団法人海外医療萌芽支援財団 

理事長 弁護士上田裕康 
（アンダーソン・毛利・友常法律事務所） 

              ご 挨 拶 

 

一般財団法人海外医療萌芽支援財団は、故中島英逸氏の遺志に基づき設立されま
した。 

中島英逸氏（昭和 41 年〈1966 年〉7 月 8 日生、令和 6 年〈2024 年〉8 月 29 日
没）は、代々医師を輩出してきた家庭に生まれ、自らも医師・研究者として生涯
を医学の発展と患者様のために捧げられました。幼少期より腎疾患を抱えながら
も学問への情熱を失うことなく、日本医科大学卒業後は遺伝子研究に取り組み、
国内外において研究活動を展開されるとともに、多くの患者様に寄り添い続けら
れました。 

私は、英逸氏の父君である中島寛先生に長年診療していただいたご縁に加え、弁
護士としても中島家と深い関わりを持たせていただきました。そのため、英逸氏
が少年時代から歩まれた人生を間近で見てまいりました。氏は、卓越した知性を
備えながらも驕ることなく、常に患者様の立場に立って物事を考える稀有な医師
でした。その誠実さと優しさは、多くの人々の心に深く刻まれています。 

人生の晩年、病と向き合う中で、英逸氏は自らの財産を次世代の医学研究者の育
成に役立ててほしいとの強い願いを抱かれました。特に、若い研究者が海外にお
いて最先端の研究環境に触れ、国際的な視野と経験を身につけることが、日本の
医学の発展にとって極めて重要であるとの信念を持たれていました。 
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この思いを実現するために設立されたのが、本財団であります。なお、「海外医
療萌芽支援財団」という名称も、未来の医学を担う萌芽的な研究や若い才能を育
みたいという英逸氏自身の願いを込めて名付けられたものです。 

今日、医学はかつてない速度で進歩を続けています。生命科学の発展に加え、人
工知能（AI）をはじめとする新たな技術が研究の可能性を大きく広げています。
しかしながら、医学研究の究極の目的は、常に患者様の苦しみを和らげ、人々の
健康と幸福に貢献することにあります。 

本財団は、優れた研究能力のみならず、人間への深い理解と温かな共感力を備え
た研究者を支援したいと考えています。研究成果の先に患者様の姿を常に見据
え、患者様、ひいては、人類の福祉と幸福に貢献しようとする志を持つ方に、こ
の助成制度を活用していただければ幸いです。 

今回の研究者募集にあたり、肥満学会の下村理事長をはじめ、関係各位のご尽力
に対し、心より深く感謝申し上げます。 

本財団の活動を通じて、将来の医学を切り拓く優れた研究者が育ち、その成果に
よって多くの患者様が救われることを願ってやみません。それこそが、故中島英
逸氏の志を未来へと受け継ぐことになるものと信じております。 

以上 


